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日本在宅医療の�
Buurtzorgとの邂逅
何を学び、どう活かすのか
昨年本誌11月号でも紹介し、注目を浴びるオランダの在宅ケア組織
B

ビュートゾルフ
uurtzorg。その創業者で代表のJ

ヨス
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デ
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ブロック
lok氏は、各地で講演・視

察を行ない、その活動を日本に紹介してきました。逆に、日本の在宅医
療をリードする多くの実践者がオランダまで視察に訪れています。では、
Buurtzorgに触れた日本の実践者は、何に感化され、どのように日々の
実践に活かそうと考えているのか？ Buurtzorgとの出会いを、新たな実
践へと踏み出す一歩に。

Buurtzorg解体新書
在宅ケア組織「Buurtzorg」とは何か◉堀田聰子
Buurtzorgから学ぶべき視点とは◉西村周三

�地域包括ケアシステムの構築に向けて◉田中滋

Buurtzorgを見に、オランダへ行ってきた！
◉宮崎和加子

Buurtzorgの刺激を受けて�
私たちはこう進化した！�
◉須藤義、佐藤伸彦、糸山めぐみ、飯田大輔、小堺武士、
松本京子、片山智栄、星北斗、川添高志

INTERVIEW ケアする人々
Jos de Blokさん（Buurtzorg代表）

×山本則子さん（東京大学大学院医学系研究科成人看護学分野）

高齢者肺炎の予防とは畢竟、誤
嚥性肺炎の予防です。「誤嚥」

を防ぎたいなら「禁食」とつい短絡しそ
うになりますが、「誤嚥性肺炎」の予
防はそう単純ではありません。禁食
中でも唾液は誤嚥するし、胃ろうで
も逆流性誤嚥は起こる。たとえ誤嚥
はしても、必ず肺炎になるわけでもな
い。若林先生が興味深いエビデンス
を引用しています。「経管栄養中の
患者において、少量でも経口摂取可
能な摂食・嚥下障害である場合、
実は経口摂取しているほうが肺炎に
なりにくい」（p.393）。そもそも肺炎と
経口摂取は“両天秤”にかけずとも、
並び立つもののよう（となると、特集
サブタイトルの「両立」という言葉はあ
まり正しくありません）。でも、現実に
はそううまくはいかない難しさをさらに
特集したくなりました。…杉本

本号をもって、小誌の担当を離れ
ることとなりました。2年という

短い間ではありましたが、いろいろな
場所でいろいろな方と出会い、多く
のことを学びました。ご指導、ご厚
情いただいたみなさんには、感謝の
気持ちしかありません。在宅医療、
なかでも「訪問看護」の需要はますま
す高まっています。その一方で、人
手不足や看護の質の担保等解決す
べき課題も多く、頭を悩ませている管
理者の方もたくさんいることでしょう。
しかし、だからこそ「訪問看護」はお
もしろい。今後もこの領域の動向を
注視しつつ、小誌を編んでいくなか
で得たことを次のステージでも活かせ
るよう精進していきます。…多淵
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